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＜連絡事項＞
・土井先生お休みの為、7/16（木）、7/23（木）が皮膚科休診となります。
・ＯＴ学生による臨床実習が開始となります。情報収集や見学の際には協力お願いします。
実習者名：佐々木　哲平（東北メディカル学院4年生）

実習期間：R2.7/6（月）～8/28（金）8週間

実習形態：治療実習

担当症例：清水　徹様（西病棟）安ケ平Ｄｒ

実習指導者：大谷地　寛子
・本日、来週（7/6）からの2週間分のマスクを配布しています。
＜患者様連絡事項＞
・沼端　恵子様～不穏時）リスペリドン内用液（1ｍｌ）1Ｐ　10回分処方となっています。
・中村　豊様～排便-6日の為、ケンエーＧ浣腸60ｍｌ　1本実施しています。

・内田　都影様、柿木　真吾様～本日ＧＨ「わくわくの郷」見学の為、13：00～16：00外出しています。
・鈴木　知子様～7/4退院の為、本日14：00～ケア会議実施しています。
＜要注目患者様＞
・山下　幸子様～朝食はレストランへ行き摂取していますが、朝食後薬拒薬見られています。以前服薬は自分に大切だから確実に行うと話していたが、服薬したくないと考える程何かあったのかを確認。「スタッフに言われた事がショックで。自己決定が出来ないから相談しているけど、自分で決めるようにって言われた。」「他の人が先に退院するから、退院支援が進んでいない気がして」と訴えています。自分で全て決める事ができないから今までも相談して決定している事を振り返っています。本人がどう考えているのか意見を発言してもらう事が大切だと考えてスタッフは対応している為、本人への言葉選びに慎重さを欠いた事を謝罪しています。退院については個人差があり、山下様の場合には生活環境が全て変わる為、時間をかけて退院支援を行っている状況であり、進行としては順調である事を説明。説明後には自室で内服行っており、他者へもいつも通りの対応が行えています。引き続き精神状態観察し、安定して日課に取り組んでいけるよう介入していきます。
・滝田　英人様～伏せていたが、何回目かの声掛けで身体を起こす。「誰に言ってんだ？あ、俺か。」と言われる。特に体調不良ではないとの事。休みたい様子であるが、病棟には戻りたくないと話され、最後まで参加出来ています。昼食摂取後からは独語聞かれ、病棟内の徘徊も見られていますが、不調の訴えはありません。
　　　　　　　　中村豊様と廊下で蹴り合いになっているが、威嚇するように蹴り、相手にあたる様子はありません。「あっちが、追い越してきて掛かってきたんだ」と訴える。距離をとるよう両者へ説明すると応じる事は出来ており、独語しながらの徘徊は継続するが、大声となる事はありません。
・竹谷　龍道様～昨日の準夜帯、「さっきお化けに身体を乗っ取られそうになりました。間一髪助かりました。この部屋の他の人達にもついてますよね。もう少しでここの人達と同じになる所だった。ネットで精神病は体をお化けに乗っ取られているって書いてありました。」と話している。夜間は訪室毎に覚醒し浅眠で経過。頓服の使用を促すが拒否見られています。
日課やプログラムは声掛けで問題なく行えていますが、それ以外は自室のカーテンを閉め切り過ごされています。作業中はテーブルに伏している様子が見られており、「いや、眩暈がして、読めないんです。」と話されています。詳細を確認すると、いつも眩暈がしていると訴えており、歩行状態はふらつきなく、足早に歩かれています。顔色は良好です。スタッフの訴えや確認は、メモを渡して来られています。精神症状と合わせ、睡眠状況も確認していきましょう。
・戸賀沢　潔様～午前中のプログラムが終了すると直ぐに滝田様の部屋に入り、床頭台を開けている事あり。何をしているのか確認に、「確認していただけだ」と話し立ち去り、「他のスタッフには言わないで」と口止めしています。本人へは反社会的な行動をとっている自覚を持って頂くため、繰り返し行動の振り返りを行っていきましょう。
＜田名部Ｄｒ診察＞

・千葉　光広様～調子について、「目の調子が悪い、ぼやける」と訴えシアノコバラミン点眼薬に変更となっている。同室の他患者のラジカセ破損の事に関して、故意でなかったと思うが、自分から当事者へ伝えるよう促されると、暴力を振るわれないか心配と話す為、主治医が立ち会う事を提案し、その場に同室者を同席させる。自ら「すみませんでした」「体がよろけてラジカセの方にぶつかってしまった」と伝えている。同室者からは「部屋では書き物をしていて、あまりラジカセを聴いていないので気にしなくていいです」と言われている。
　　　　　　　処方変更なし、来週より定期薬となる。
・畑中　成夫様～姿勢について、「まだ、傾きが気になるので、シクレストを減らして欲しい」と話し、主治医より、段階的に減らして様子をみていく事を説明受けている。また、集中力が高まるとはどういう状態かと尋ね、ミスなく作業できることだと思います、少しずつ良くなっていると思いますと言われている。同内容で処方。

・蕨　真理様～調子は良いです、手洗いなど気になる事もないと表面的に返答している。主治医より、来週ケア会議の予定である事を再確認し、自宅で大丈夫か、退院後も服薬遵守する事を伝えられ「はい、大丈夫です」と返答している。臨時薬同内容にて7日分処方となる。

・鈴木　知子様～自ら「今日は、（同室者から）子供は責任もって育てないといけないと言われて、怒って作業行きませんでした。変な噂が広がっていて」と話している。主治医より、明日退院なので、これからの事を考えていきましょう。環境的には自宅の方が合っていると助言受けている。退院時処方同内容で処方。

・尾嵜　マリ子様～日中眠気が強い時があったようだが、眠剤強くないか問われ、「大丈夫です。（眠剤）減らすと夜眠れなくなるから」と返答。誰が眠気が強いと言ったか聞いている（主治医ＯＴと）。排尿は前の様に近くない、痛み痺れない、咳だいぶ良くなったと体調が良い事をアピールしている。退院したいのに家族が来ないと訴え、主治医からも連絡していきますと伝えられている。臨時薬同内容にて7日分処方。 

・高橋　義明様～最近の様子としては、頸部の皮下膿瘍悪化なく、身体面では支障なく作業療法にも参加ができている。ただし、内容は自分の書きたいことを綴っているのみである。幻聴は持続してあるとみられる。臨時薬7日分処方となっています。

・齊藤　光枝様～一昨日、気持ち悪くて昼食食べられず、入浴もしなかった事を自ら報告している。便秘時は下剤（液剤）で対応して下さいと言われる

　　　　　　　　施設についてもう少しで返事が来ると思うので待っているよう説明受けている。

・高橋　伸治様～日中もプログラム以外臥床傾向持続。睡眠・食事はとれている。診察ではイライラはなく、体調は「変わりない」と話しています。

・織笠　健太郎様～調子は良い、手洗い（ウイルス）なども気になる事もない。夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。施設でやっていけるか問われ「はい」と答えている。臨時薬同内容にて7日分処方となっています。

・飯豊　信雄様～先日の幻聴に関して問われ、「音楽、人の声ではない」と静かな口調で答えている。今後も精神状態の変化に注意していく。臨時薬同内容にて7日分処方となっています。

・柿木　真吾様～本日、「ＧＨわくわくの郷」を見学に行っている。耳の疼痛持続、咳と痰が強くなったと風邪薬希望あり。臨時薬同内容で処方。トランサミン4日分、ＰＬ顆粒3日分（のみ切り止め）処方。

